
富士紀行（72） 決死の救出劇！              （H13/6/1 記） 

 

 富士山は昨年秋頃から低周波地震が頻発、今年に入り減少傾向を示していたが、４・５

月にかけて再び急増している。地震の専門家は差し迫った状況ではないと述べている。 

 とはいえ、富士山は３００年近い永い眠りにあったわけで、十分な調査研究が出来てい

る訳ではないし、必要な訓練すら出来ていないのが現状である。 

 かかる観点から、火山噴火予知連絡会が「富士山ワーキンググループ」の設置を決め

（H13/5/28)、静岡県や山梨県でも富士山を対象とする防災訓練が実施され、或いはされよ

うとしていることは大きな前進であると受け止めたい。 

 静岡県では、５月２２日「富士山火山防災情報伝達訓練」を、陸自三四普通科連隊（板

妻駐屯地）を含む防災関係機関、六市三町の自治体の参加を得て実施した。山梨県では、

６月３日に、富士山北側の四合目付近が噴火したとの想定で、５８団体の参加を得て実施

する。この訓練には御殿場市も自主参加する。（以上新聞記事から） 

 

 富士学校に着任以来、幾度か葬式・告別式に参列する機会があった。神式で執り行われ

る場合が多かったので、御殿場・小山地区は全てそうなのかと思っていたが、どうやら左

にあらずと言うことが小山町長の話を伺って解った。須走や、印野地区、須山地区など富

士山に直接抱かれている地区は神式が多いとのことである。浅間さんの直接影響下にある

と言うことなのだろうか。 

[閑話休題] 

 

 災害派遣と言えば、富士学校も実績は少ないが過去何回か出動している。そのうち、い

までも語り草になり、町民に深い感銘を与えた災害派遣がある。 

● 「四七．七豪雨」災害の概要と富士学校の災害派遣状況 

  戦後の小山の災害を語る上で、昭和４７年の集中豪雨は特筆に値するものである（町 

史）と言われているが、この「４７．７豪雨」災害に対し、富士学校は静岡県知事の要 

請により、災害派遣を実施した。 

  ７月１１日から１２日の梅雨前線による集中豪雨と１４日台風６号による集中豪雨に  

よって、小山町に死者２名、重軽傷者４７名、家屋全壊・流失１０戸、半壊・浸水百数 

戸、橋・道路の流失・決壊数十カ所に及ぶ災害が発生した。静岡県知事の要請を受けて 

富士教導団を主力として、人員１７００名余り、延べ車両２５０台余り、航空機一機を

派遣、河岸決壊箇所の応急復旧約５００㍍、土のう作成運搬約１５００袋、道路啓開作

業５ヶ所、給水支援、約２５０トン、避難民輸送８２名、人命救助１名の活動であった。

町内での死者は３名、被害総額は２４，５億円、戦後の小山町最大級の災害であった。 

 

 



● 決死の人命救助活動 

  命懸けで救助に当たった勇気ある隊員の行動を紹介しよう。野沢川上流の方で土のう  

積みの作業をしていた隊員数名と消防団員２名が濁流に飲み込まれた。それを見た川下 

にいた隊員が命ぜられることなく自らの判断で川に飛び込み救助活動を開始した。 然 

し、渦巻く濁流は隊員をあざ笑い、翻弄し、為に流れ来る消防団員２名を救助するに至 

らなかった。そこで、旧２４６号線六合橋付近に居合わせた富士教導団戦車教導隊第３ 

中隊長のドライバーであった中江照夫陸士長（陸曹候補生）（現在富士学校総務課広報 

班広報幹部、２等陸尉）は、何ら思い惑うことなく、川に飛び込んだ。彼が最後の砦で 

あった。彼より川下には誰も居なかったのだ。 

  流された消防団員のうち洋服を身につけた状態で流されてきた一名の方の偶々身体に 

しっかり巻かれていた命綱のトラロープを必死で掴まえた。そこに他の隊員が応援に駆 

けつけ全員で、岸に引き上げた。服が脱げ落ちていたもう一名は誠に残念ながら助ける 

ことは出来なかった。未だにその方は行方不明である。そして、そのことは、当時災害 

派遣に参加した隊員諸官にとっても誠に痛恨事である。 

  然し、六合橋や堤防から救助活動を祈るが如く眺めていた町民からは命の危険も顧み 

ず救助活動を実施した中江候補生を含む隊員に惜しみない喝采が贈られた。彼は、救助 

が終わってから、己の無謀さに身の毛のよだつのを覚えたという。川に飛び込むときに 

は当然命綱で身体を確保すべきであるが、そのことを考える余裕なく、体が自然と動い 

ていたのだ。勿論中隊長からは、「馬鹿者！」とお叱りを受けたそうである。これが富 

士学校と小山町民との深い信頼関係の基礎になっていることは疑いを入れない。 

 尚、流された数名の隊員は、それぞれ自力で脱出し、大事には至らなかった。 

参考までに、平成１1年８月の神奈川県山北町玄倉川災害派遣における決死の救出劇を小

生のＨＰ（http://homepage2.nifty.com/teruo3/）にアップしてあるので、参考にして

貰えれば幸いである。 （参考：小山町史、富士学校史、本人からの聞き取り） 

 

 

四七．七豪雨災害派遣の写真 

中江２尉が大事に保管している

写真をお借りしました。奥に見え

る橋が六合橋です。崩落しつつあ

る岸で懸命に作業している隊員

が見えると思います。 

 

http://homepage2.nifty.com/teruo3/fuji/72-phot.htm

